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論

文

二

ノ
一

ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
の
栄
華
と
テ
ー
ジ
ョ
王
立
新
歌
劇
場
の
全
壊

「
こ
の
歌
劇
場
が
き
わ
め
て
広
壮
で
あ
っ
て
、
軍
人
は
騎
馬
で
乗
り
入
れ
た
。
遠
近
法
を
駆
使

し
て
歌
劇
に
相
応
し
い
特
色
あ
る
背
景
が
舞
台
に
組
ま
れ
る
。
こ
こ
に
招
か
れ
た
多
数
の
イ
タ

リ
ア
人
音
楽
家
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
み
な
最
良
の
部
類
に
属
し
た
。〔
中
略
〕

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
と
く
に
著
名
な
歌
劇
場
、
経
費
数
百
万
ク
ル
ザ
ー
ド
と
言
わ
れ
る

歌
劇
場
が
、
儚
く
も
一
気
に
壊
滅
し
た
。
ま
さ
し
く
火
焔
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
燃
え
尽
き
、

灰
塵
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。」

（
マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
『
リ
ス
ボ
ン
壊
滅
史
話
』）

〔
右
図
〕

テ
ェ
ー
ジ
ョ
王
立
歌
劇
場
柿
落
し

歌
劇

『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
大
王
』

上
演
リ
ヴ
レ
ッ
ト

表
紙

〔
上
図
〕

ペ
ダ
ガ
ッ
シ
ェ
素
描
ル
グ
ラ
版
画
『
リ
ス

ボ
ン
荒
虚
の
偉
観
』（
初
版
）
第
四

歌
劇
場
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第
一
節

絶
対
王
政
の
栄
華
と
王
立
新
歌
劇
場
の
建
設

大
航
海
時
代
の
先
陣
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
十
五
世
紀
中
葉
以
降
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
南
米
の
諸
地
域
を
植
民
地
と
し
、
戦
国

時
代
の
日
本
へ
も
渡
来
し
た
。
そ
の
後
六
十
年
に
及
ぶ
ス
ペ
イ
ン
従
属
を
打
破
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
金
鉱
開
発
を
財
源
に
豪
華
な
バ
ロ
ッ

ク
文
化
を
創
出
す
る
。
そ
の
事
例
に
は
マ
フ
ラ
宮
殿
や
ネ
セ
シ
ダ
ス
宮
殿
の
壮
麗
な
建
築
が
通
常
挙
げ
ら
れ
る
が
、
リ
ベ
イ
ラ
王
宮
北
側

へ
の
新
た
な
歌
劇
場
造
営
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
絶
対
王
政
の
栄
華
を
象
徴
す
る
王
立
歌
劇
場
、
テ
ー
ジ
ョ
河
畔
歌
劇
場
は
リ
ス
ボ

ン
へ
の
遷
都
四
百
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
、
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
誕
生
日
に
柿

落
し
が
行
わ
れ
た
。
新
歌
劇
場
の
破
壊

こ
け
ら
お
と

と
焼
尽
は
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
よ
る
名
高
い
被
災
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
様
相
は
ペ
ダ
ギ
シ
ェ
素
描
『
リ
ス
ボ
ン
荒
墟
の
偉
観
』
の
一

幅
を
な
し
、
ポ
ル
タ
ル
著
『
リ
ス
ボ
ン
震
災
史
譚
』
で
は
詳
し
く
語
ら
れ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
権
に
よ
る
音
楽
活
動
の
重
視
と
振
興
は
、
ジ
ョ
ア
ン
五
世
の
王
妃
マ
リ
・
ア
ン
ネ
・
ド
・
オ
ス
レ
リ
ア
の
識
見
に
と
り

わ
け
啓
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ド
一
世
の
皇
女
で
あ
る
彼
女
は
、
一
七
〇
八
年
ブ
ラ
ガ
ン
サ
王
家
へ

輿
入
れ
し
た
。
国
王
は
十
九
歳
に
し
て
即
位
第
二
年
に
す
ぎ
ず
、
花
嫁
は
年
長
の
二
五
歳
で
あ
る
。
彼
女
の
意
向
に
沿
っ
て
、
リ
ス
ボ

ン
の
宮
廷
に
は
ウ
イ
ー
ン
風
の
儀
式
が
浸
透
す
る
の
で
あ
る
。
彼
女
が
育
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
宮
廷
で
は
、
統
治
者
の
栄
光
を
示
す
べ
く
、

音
楽
が
公
式
行
事
の
主
要
な
要
素
で
あ
り
、
各
種
の
典
礼
は
カ
ン
タ
ー
タ
等
の
演
奏
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
皇
帝
を
は
じ
め
皇
族

の
誕
生
日
や
聖
名
日
に
は
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
、
と
き
に
は
新
作
も
献
呈
さ
れ
た
。
①

マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ル
ロ
ス
・
ブ
リ
ト
の
近
著
『
ポ

ル
ト
ガ
ル
十
八
世
紀
の
歌
劇
』
に
は
、
ジ
ョ
ア
ン
五
世
結
婚
後
の
宮
廷
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

一
七
一
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
週
刊
誌
『
ガ
ゼ
ッ
タ
・
デ
・
リ
ス
ボ
ア
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
年
よ
り
日
曜
日
に
は
王
宮
で
音
楽
会
が

催
さ
れ
、
国
王
と
王
妃
が
臨
席
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
貴
族
と
貴
婦
人
が
こ
れ
を
傾
聴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
王
や
王
妃
や
王
族

の
誕
生
日
と
命
名
日
、
さ
ら
に
は
姻
戚
で
あ
る
外
国
君
主
、
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
テ
リ
ア
皇
帝
・
皇
妃
や
ス
ペ
イ
ン
国
王
・
王
妃
を
慶
賀
し

て
セ
レ
ナ
ー
デ
、
す
な
わ
ち
器
楽
と
声
楽
の
合
奏
が
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
宮
廷
の
公
式
行
事
で
あ
っ
て
、
と
き
に
は
外
国
使
節
も
招
か

れ
る
が
、
国
王
や
そ
の
親
族
を
祝
し
て
は
王
妃
大
広
間
で
、
ま
た
王
妃
と
そ
の
親
族
を
祝
し
て
は
国
王
大
広
間
で
行
わ
れ
る
。〈
中
略
〉

宮
廷
で
セ
レ
ナ
ー
デ
を
奏
す
る
の
は
、
主
と
し
て
王
宮
礼
拝
堂
に
所
属
す
る
楽
士
で
あ
り
、
ホ
ル
ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
要
員
は
は
し

ば
し
ば
王
国
陸
軍
の
軍
楽
隊
か
ら
充
当
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
一
七
二
八
年
に
は
歌
手
は
四
十
名
以
上
の
歌
手
が
起
用
さ
れ
、
そ
の
大
半

を
占
め
た
の
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
。ブ

リ
ト
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
十
八
世
紀
の
歌
劇
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
二
〇
〇
七
年
）
②

や
が
て
傑
出
し
た
作
曲
家
が
輩
出
す
る
ウ
イ
ー
ン
で
も
、
宮
廷
に
は
イ
タ
リ
ア
人
音
楽
家
が
多
く
登
用
さ
れ
、
公
式
の
行
事
に
彼
ら

の
作
曲
と
演
奏
が
組
み
込
ま
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
旅
行
し
、
み
ず
か
ら
の
見
聞
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
音
楽
史
、
比
較
文
化
の

先
駆
と
も
評
価
で
き
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ル
ネ
イ
著
『
総
合
音
楽
史
』
を
参
照
す
る
。

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
二
世
か
ら
シ
ャ
ル
ル
六
世
の
御
世
ま
で
は
イ
タ
リ
ア
語
と
イ
タ
リ
ア
音
楽
が
、
際
立
っ
て
重
視
さ
れ
た
。
十
八
世
紀

の
初
頭
に
は
、
レ
オ
ポ
ル
ド
一
世
と
ヨ
セ
フ
一
世
は
、
イ
タ
リ
ア
人
の
作
曲
家
で
あ
る
ツ
イ
ア
ー
ニ
、
コ
ン
ン
テ
ィ
、
ボ
ノ
ン
チ
ニ
兄
弟
を
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招
請
さ
れ
た
。
ま
た
、
即
位
す
る
や
、
シ
ャ
ル
ル
六
世
は
す
ぐ
さ
ま
叙
情
詩
人
パ
リ
ア
テ
ィ
お
よ
び
ア
ポ
ス
ト
ロ
・
ゼ
ノ
に
月
桂
冠
の
栄

誉
を
授
け
た
。

一
七
二
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
女
（
マ
リ
ア
・
ア
マ
リ
ア
）
の
誕
生
を
祝
し
て
ウ
イ
ー
ン
で
催
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
公
演
は
、
絢
爛
豪
華
を

極
め
た
。
演
技
者
は
す
べ
て
高
位
高
官
で
あ
り
、
指
揮
者
で
あ
る
皇
帝
ご
自
身
が
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
の
伴
奏
で
朗
詠
さ
れ
た
。
演
じ
ら
れ

た
作
品
は
脚
本
ア
ポ
ス
ト
ロ
・
ゼ
ノ
、
演
出
カ
ル
ダ
ラ
に
よ
る
『
エ
ウ
リ
ュ
ス
テ
ウ
ス
』
で
あ
る
。
同
年
五
月
三
十
日
の
『
日
々
新
聞
』

に
短
評
が
掲
載
さ
れ
、
声
楽
お
よ
び
器
楽
の
主
要
な
演
奏
者
名
が
付
記
さ
れ
た
。
悦
楽
の
た
め
企
画
し
た
上
演
が
、
か
く
も
盛
大
に
な

さ
れ
る
こ
と
に
カ
ル
ダ
ラ
は
恐
縮
し
た
が
、
全
編
滞
り
な
く
遂
行
さ
れ
る
の
を
見
て
喜
ん
だ
と
言
う
。
歌
手
は
七
名
、
奏
者
は
二
二
名

で
あ
っ
て
、
踊
り
手
は
す
べ
て
高
位
の
家
柄
に
属
し
、
ふ
た
り
の
皇
女
も
含
ま
れ
た
。

皇
帝
も
お
お
い
に
満
悦
さ
れ
、
三
度
目
の
上
演
が
終
わ
る
と
、
出
演
者
に
富
籤
を
供
さ
れ
た
。
一
等
二
千
フ
ロ
リ
ン
、
二
等
千
フ
ロ
リ

ン
、
三
等
五
百
フ
ロ
リ
ン
と
い
う
賞
金
で
、
そ
れ
ら
に
相
当
す
る
宝
石
や
金
時
計
を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
当
時
七
歳
の
）
マ
リ
ア

・
テ
レ
ザ
皇
女
、
す
な
わ
ち
の
ち
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
后
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
王
は
こ
の
オ
ペ
ラ
公
演
で
重
要
な
一
節
を
歌
い
、
後
年
誇

ら
し
げ
に
そ
れ
を
語
る
の
で
あ
っ
た
。

ブ
ル
ネ
イ
著
『
総
合
音
楽
史
』（
ロ
ン
ド
ン
、
一
七
八
九
年
）
①

音
楽
の
政
治
的
価
値
を
認
識
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
は
、
一
七
一
四
年
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
仕
え
る
歌
手
四
名
を
招
請
し
、
や
が
て
リ

ス
ボ
ン
で
は
こ
れ
ら
の
歌
手
が
国
王
大
広
間
で
セ
ネ
ナ
ー
デ
を
歌
っ
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
駐
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
フ
ォ
ン
テ
ス
伯
爵
を

介
し
て
、
作
曲
家
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
に
創
作
が
依
頼
さ
れ
、
そ
の
成
果
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
誕
生
日
讃
歌
』
が
当
地
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
大
使
館
で
初
演
さ
れ
る
。
②

ド
メ
ニ
コ
の
実
父
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
は
、
六
〇
余
の
オ
ペ
ラ
と
五
〇
〇
余
の
カ

ン
タ
ー
タ
を
作
曲
し
た
バ
ロ
ッ
ク
期
イ
タ
リ
ア
の
大
家
で
あ
る
。
子
息
の
ド
メ
ニ
コ
も
初
期
に
は
主
と
し
て
教
会
音
楽
や
オ
ペ
ラ
を
作
曲

し
、
教
皇
庁
に
あ
っ
て
音
楽
家
最
高
の
要
職
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
ジ
ュ
リ
ア
礼
拝
堂
楽
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。
栄
誉
あ
る
地
位
を

一
七
一
九
年
彼
は
辞
任
し
、
リ
ベ
イ
ラ
王
宮
の
礼
拝
堂
楽
長
と
し
て
招
請
さ
れ
る
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
お
よ
び
音
楽
学
者
と
し
て
高
名
な

ラ
ル
フ
・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
卓
越
し
た
評
伝
『
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
』
の
な
か
で
、
イ
タ
リ
ア
人
招
請
の
政
治
思
惑
と

リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
音
楽
へ
の
傾
倒
を
描
く
。

一
七
一
六
年
ト
ル
コ
侵
入
を
阻
止
す
る
十
字
軍
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
た
報
賞
に
、
ジ
ョ
ア
ン
五
世
は
リ
ス
ボ
ン
総
大
司
教
座
へ
の

昇
格
を
ロ
ー
マ
教
皇
に
裁
可
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
教
会
の
聖
威
が
絶
大
と
成
り
、
と
り
わ
け
音
楽
の
機
能
が
重
視
さ
れ
る
に
至
る
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
国
王
は
、
ヴ
ェ
チ
カ
ン
で
演
奏
さ
れ
る
曲
目
の
楽
譜
を
高
額
な
価
格
で
入
手
し
、
聖
歌
隊
養
成
の
専
門
学
校
も
設
立
し
た
。
教

皇
庁
の
礼
拝
堂
に
お
け
る
と
同
様
、
教
会
用
の
作
曲
が
こ
こ
で
も
開
発
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
チ
カ
ン
の
歌
手
が
多
数
リ
ス
ボ
ン
へ
誘
致
さ
れ
、

な
か
で
も
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
礼
拝
堂
管
長
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
の
獲
得
を
、
ジ
ョ
ア
ン
五
世
は
列
強
へ
の
輝
か
し
い
勝
利
と
自
讃

し
た
。

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
は
三
十
名
か
ら
四
十
名
の
歌
手
と
ほ
ぼ
同
数
の
器
楽
家
を
統
率
し
、
こ
れ
ら
演
奏
者
の
大
半
は
、
イ
タ
リ
ア
人
で
あ

っ
た
。
ロ
ー
マ
で
も
リ
ス
ボ
ン
で
も
教
会
に
お
け
る
彼
の
役
割
は
変
わ
ら
ず
、
無
伴
奏
あ
る
い
は
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
に
よ
っ
て
独
唱
と
合
唱

が
交
互
に
続
き
、
と
き
に
は
二
組
の
聖
歌
隊
に
歌
わ
れ
る
作
品
を
擬
似
対
位
法
に
よ
っ
て
創
り
続
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
種
類

の
曲
目
は
父
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
も
か
っ
て
大
量
に
作
曲
し
た
の
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
保
存
さ
れ
る
こ
の
時
期
の
作

品
は
僅
少
で
あ
っ
て
、
大
地
震
の
の
ち
リ
ス
ボ
ン
総
大
司
教
区
で
復
元
さ
れ
た
『
神
を
讃
え
る
！
』
第
八
部
と
『
神
の
栄
光
に
！
』
第
四

部
の
ほ
か
は
、
地
方
都
市
の
図
書
館
に
若
干
蔵
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
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「
一
七
二
一
年
の
大
晦
日
に
リ
ス
ボ
ン
の
サ
ン
・
ロ
ケ
教
会
で
、」
と
当
時
の
『
ガ
ゼ
ッ
タ
・
デ
・
リ
ス
ボ
ア
』
は
報
じ
る
。「
主
上
る

神
よ
り
こ
の
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
王
国
お
よ
び
国
民
が
賜
っ
た
あ
ら
ゆ
る
恩
恵
に
感
謝
す
る
聖
儀
と
し
て
、
高
名
な
る
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル

ラ
ッ
テ
ィ
の
作
曲
に
よ
る
『
神
を
称
え
る
！
』
が
、
多
様
な
聖
歌
隊
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。」
こ
の
聖
儀
は
総
大
司
教
教
会
助
祭
長
、
ジ

ョ
ゼ
フ
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
・
デ
・
ソ
ー
サ
閣
下
が
運
営
さ
れ
、
す
べ
て
の
廷
臣
と
聖
職
者
が
そ
れ
を
輔
佐
し
た
。
会
堂
全

体
は
豪
華
な
装
飾
と
無
数
の
照
明
が
施
さ
れ
、
聖
歌
隊
に
は
美
事
な
紋
標
を
描
い
た
楔
型
の
演
壇
が
特
別
に
設
営
さ
れ
た
。、
聖
儀
の
執

行
に
は
理
解
深
く
積
極
的
で
あ
ら
れ
る
総
大
司
教
猊
下
が
、
こ
れ
ら
を
統
括
し
、
費
用
を
も
調
達
さ
れ
、
以
前
か
ら
厳
粛
か
つ
慎
重
に

す
べ
て
配
慮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宮
廷
の
貴
族
全
員
が
列
席
し
、
民
衆
も
多
数
こ
れ
に
参
加
し
た
。

カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
著
『
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
』（
一
九
五
三
年
）

①

宮
廷
へ
の
イ
タ
リ
ア
歌
劇
浸
透
は
緩
や
か
で
、
教
会
音
楽
の
カ
ン
タ
ー
タ
を
模
し
た
セ
レ
ナ
ー
デ
ー
、
小
規
模
な
器
楽
と
声
楽
の
合

奏
が
む
し
ろ
好
ま
れ
た
。
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
風
紀
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
上
演
や
観
劇
に
厳
し
い
制
約
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
い

わ
ば
音
楽
社
会
史
に
関
し
て
は
、
一
七
一
五
年
創
刊
の
週
刊
誌
『
ガ
ゼ
ッ
タ
・
デ
・
リ
ス
ボ
ア
』
の
ほ
か
、『
エ
リ
セ
イ
ラ
伯
爵
日
記
』

や
『
エ
ヴ
ォ
ラ
日
誌
』
に
貴
重
な
証
言
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
に
依
拠
す
る
前
掲
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
十
八
世
紀
の
歌
劇
』
を
さ
ら
に
引
用
す

る
。

『
エ
ヴ
ォ
ラ
日
誌
』
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
歌
劇
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
と
い
く
つ
か
の
笑
劇
が
、
一
七
三
〇
年
三
月
二
一
日
と
一
七

三
一
年
二
月
五
日
イ
タ
リ
ア
人
歌
手
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
で
上
演
さ
れ
、
婦
人
に
の
み
そ
の
観
劇
が
許
さ
れ
た
。
ま
た
、『
エ
リ

セ
イ
ラ
伯
爵
日
記
』
一
七
三
三
年
一
月
二
十
日
の
記
述
で
は
、
ア
レ
ク
ァ
ン
ド
ロ
・
グ
ス
マ
イ
オ
の
脚
本
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ン
ト
ニ
オ

の
作
曲
に
よ
る
歌
劇
を
三
度
上
演
す
る
た
め
、
王
宮
に
広
壮
な
劇
場
を
建
築
中
と
の
由
。
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
と
重
な
る
当
日
そ
こ
に
登
場
し

た
の
は
、
三
人
の
名
歌
手
、
パ
ガ
テ
ィ
姉
妹
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
親
王
の
誕
生
日
に
向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
に
は
多
く

貴
婦
人
が
こ
れ
を
見
詰
め
、
数
名
は
新
調
の
ド
レ
ス
で
正
装
し
た
、
と
『
エ
ヴ
ォ
ラ
日
誌
』
で
語
ら
れ
る
。
に
誌
さ
れ
る
。
翼
部
を
備
え

た
劇
場
が
完
成
し
た
。
王
宮
で
リ
パ
ー
サ
ル
に
接
し
た
貴
婦
人
た
ち
は
、
各
自
の
豪
邸
で
パ
ガ
テ
ィ
姉
妹
を
聴
く
準
備
を
始
め
た
、『
エ

リ
セ
イ
ラ
伯
爵
日
記
』
一
七
三
三
年
二
月
十
日
に
し
る
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
姉
妹
が
実
際
に
王
宮
で
歌
っ
た
か
否
か
、
国
王
が
そ
れ

を
視
聴
し
た
か
否
か
が
定
か
で
な
い
。

同
月
十
七
日
ジ
ョ
ア
ン
五
世
は
、
と
エ
リ
セ
イ
ラ
伯
爵
は
さ
ら
に
続
け
る
。
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
を
過
す
べ
く
マ
フ
ラ
へ
行
っ
た
。
国
王
の
臨

席
を
用
意
し
た
の
に
、
観
劇
し
な
い
の
で
あ
る
。
貴
族
の
前
で
歌
劇
を
演
ず
る
つ
も
り
で
、
歌
手
た
ち
は
豪
華
な
衣
装
で
扮
装
し
た
。
観

劇
を
希
望
す
る
貴
族
は
王
妃
の
許
可
を
得
て
、
翼
部
か
ら
密
か
に
舞
台
を
見
詰
め
た
。
公
然
と
観
劇
で
き
た
の
は
、
王
妃
の
侍
従
だ
け

で
あ
る
。
護
衛
長
の
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
・
ソ
ー
サ
は
同
席
を
許
さ
れ
ず
、
隠
れ
て
見
る
の
を
嫌
っ
て
外
に
出
た
。
上
演
の
最
後
は
懺
悔
木
曜

日
で
あ
り
、
国
王
は
月
曜
日
に
マ
フ
ラ
か
ら
帰
っ
た
も
の
の
、
観
劇
は
せ
ず
、
弟
君
ア
ン
ト
ニ
オ
親
王
も
同
様
で
あ
っ
た
。

ブ
リ
ト
著
、『
ポ
ル
ト
ガ
ル
十
八
世
紀
の
歌
劇
』（
二
〇
〇
七
年
）
②

一
七
一
〇
年
リ
ス
ボ
ン
に
は
五
百
人
を
収
容
す
る
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
複
数
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
劇
団
が
主
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
喜
劇
や

伝
統
歌
劇
サ
ル
ス
エ
ラ
を
公
演
じ
た
。
そ
こ
で
は
評
判
の
ス
ペ
イ
ン
人
歌
姫
も
登
場
し
、
や
が
て
本
場
の
一
座
も
来
演
す
る
。
一
七
一
三

年
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
で
は
ジ
ョ
ア
ン
五
世
の
誕
生
日
に
サ
ル
ス
エ
ラ
が
供
さ
れ
、
そ
の
演
技
に
王
女
一
名
と
官
女
七
名
が
参
加
し
た
。
こ

の
企
画
を
推
奨
し
た
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
は
、
パ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
統
治
下
の
ス
ペ
イ
ン
芸
術
に
理
解
深
く
、
か
っ
て
ウ
イ
ー
ン

宮
廷
で
サ
ウ
ス
エ
ラ
を
演
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
歴
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
在
ス
ペ
イ
ン
大
使
も
サ
ル
ス
エ
ラ
の
隆
盛
に
尽
力
し
、
そ
の
ひ
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と
り
ロ
ス
・
バ
ル
バ
セ
ス
男
爵
は
専
用
の
劇
場
を
建
設
し
た
。
①

慈
善
協
会
の
主
催
に
よ
っ
て
ロ
シ
オ
広
場
の
王
立
万
聖
病
院
で
も
ス
ペ
イ
ン
歌
劇
団
の
興
行
が
な
さ
れ
た
が
、
作
品
の
内
容
と
女
役
者

の
素
行
を
背
徳
的
と
非
難
す
る
イ
エ
ス
ズ
会
士
の
諌
言
も
あ
っ
て
、
ジ
ョ
ア
ン
五
世
は
一
七
二
七
年
一
切
の
公
演
を
禁
止
し
た
。
そ
の
二

年
後
慈
善
協
会
の
エ
リ
セ
イ
ラ
伯
爵
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ヴ
ィ
エ
ル
・
デ
・
メ
ン
ゼ
ス
は
、
万
聖
病
院
の
経
費
を
捻
出
す
べ
く
、
神
学
者

三
十
名
の
書
名
を
添
え
て
興
行
の
再
開
を
王
権
に
請
願
し
た
。
こ
の
歌
舞
を
愛
好
し
、
芸
人
を
庇
護
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
は
、
民
族
産
業

の
自
立
を
熱
望
し
、
壮
途
半
ば
に
倒
れ
た
開
明
閣
僚
、
第
三
代
エ
リ
セ
イ
ラ
伯
爵
の
子
息
で
あ
る
。

や
が
て
一
七
三
八
年
数
名
の
事
業
家
が
エ
リ
セ
イ
ラ
伯
爵
の
所
有
地
を
借
り
、
新
た
な
劇
場
、
テ
ア
ト
ロ
・
ル
ア
・
ド
ス
・
コ
ン
デ

ス
劇
場
を
建
設
し
た
。
劇
場
の
中
庭
は
伯
爵
家
の
邸
内
に
通
じ
、
柿
落
し
に
『
皇
帝
チ
ト
ス
の
慈
悲
』
の
慈
悲
が
上
演
さ
れ
た
。
名
門

貴
族
エ
リ
セ
イ
ラ
伯
爵
の
豪
邸
は
ロ
シ
オ
広
場
の
北
西
二
百
メ
ー
ト
ル
の
ア
ヌ
ン
シ
ア
小
路
に
位
置
し
、
西
端
の
劇
場
は
広
壮
な
再
独
立

広
場
に
面
す
る
。
二
十
世
紀
に
至
り
こ
の
街
角
に
映
画
館
が
開
設
さ
れ
、
現
在
は
ハ
ー
ド
・
ロ
ッ
ク
の
席
亭
と
し
て
若
者
を
呼
び
寄
せ

て
い
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
出
身
の
作
曲
家
ガ
エ
タ
ー
ノ
・
マ
リ
ア
・
シ
ア
ッ
シ
イ
も
、
一
七
三
四
年
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
へ
招
請
さ
れ
、
リ
ス
ボ

ン
で
も
『
ア
ル
タ
セ
ル
ス
』
な
ど
数
々
の
オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
、
一
七
三
七
年
に
は
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ダ
・
ト
リ
ン
ダ
デ
で
お
い
て
四
つ
の
作

品
が
上
演
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
七
四
二
年
ジ
ョ
ア
ン
五
世
は
重
病
に
冒
さ
れ
、
厳
粛
に
国
王
の
快
癒
を
神
に
祈
願
す
べ
く
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
全
土
に
お
け
る
演
劇
、
舞
踊
、
演
奏
等
の
催
し
が
す
べ
て
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
困
惑
を
シ
ア
ッ
シ
イ
は
イ
タ
リ
ア
の
知
己
に
書
簡
で

伝
え
る
。国

王
の
重
病
の
た
め
、
最
初
の
発
作
が
生
じ
た
当
日
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
す
べ
て
の
劇
場
公
演
と
舞
踏
会
が
禁
止
さ
れ
、
国
民
が

信
仰
に
徹
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
教
会
に
お
け
る
祭
事
と
聖
歌
は
禁
令
か
ら
除
外
さ
れ
、
僅
か
な
が
ら
私
に
も
務
め
が
あ
り
ま

す
。

シ
ア
ッ
シ
イ

一
七
四
二
年
五
月
一
日
付
マ
ル
チ
ニ
神
父
宛
書
簡

②

第
二
節

新
歌
劇
場
の
偉
容
と
地
震
に
よ
る
壊
滅

一
七
五
〇
年
七
月
三
一
日
に
専
制
君
主
ジ
ョ
ア
ン
五
世
が
逝
去
し
、
ま
も
な
く
新
た
な
国
王
ジ
ョ
ゼ
一
世
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
歌
劇
の
振

興
に
着
手
し
た
。
外
務
担
当
の
国
務
尚
書
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ジ
ョ
ゼ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
・
エ
・
メ
ロ
（
の
ち
の
ポ
ン
バ
ル
侯
爵
）
に
補
佐

さ
れ
て
、
ロ
ー
マ
駐
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
を
介
し
て
評
判
の
歌
手
ジ
オ
ア
チ
ー
ノ
・
コ
ン
テ
ィ
招
請
の
交
渉
に
成
功
す
る
。
ジ
ョ
ア
ン
五

世
の
逝
去
以
降
一
手
に
政
務
を
統
括
す
る
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
ゼ
一
世
の
遊
興
や
狩
猟
に
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
が
加
わ
る
こ
と
は

稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
王
一
家
の
音
楽
愛
好
に
は
理
解
を
示
し
、
芸
術
家
の
招
聘
に
尽
力
し
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
・

ブ
リ
ト
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
歌
劇
史
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
ジ
ツ
ィ
エ
ッ
ロ
の
招
聘
に
つ
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
の
苦

労
が
叙
述
さ
れ
る
。

一
七
五
〇
年
七
月
三
一
日
に
ジ
ョ
ア
ン
五
世
が
逝
去
し
、
早
く
も
翌
年
の
三
月
ジ
ョ
ゼ
一
世
は
招
聘
可
能
な
最
良
の
オ
ペ
ラ
歌
手
と
交

渉
を
始
め
た
。
外
務
担
当
の
国
務
尚
書
に
し
て
後
年
独
裁
的
な
宰
相
と
な
る
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
・
デ
・
メ

ロ
（
ポ
ン
バ
ル
侯
爵
）
が
、
ロ
ー
マ
駐
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
レ
イ
レ
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
デ
・
エ
ン
セ
ラ
ボ
デ
ス
と
交
し
た

一
連
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
ジ
オ
ア
チ
ー
ノ
・
コ
ン
テ
ィ(

通
称
ジ
チ
エ
ロ)

と
の
折
衝
を
開
始
し
、
招
聘
に
経
費
を
惜
し
ま
ぬ
国
王
の
意
向

を
示
し
た
。
遅
々
た
る
交
渉
が
一
七
五
二
年
三
月
ま
で
一
年
間
続
き
、
種
々
の
根
回
し
、
籠
絡
、
密
事
を
必
要
と
し
た
。（
特
殊
の
ポ
ル

ろ
う
ら
く
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ト
ガ
ル
人
周
旋
屋
も
雇
い
、
賄
賂
を
求
め
る
歌
劇
団
経
営
者
ア
バ
ト
に
も
応
じ
た
。）
最
初
の
書
簡
で
国
務
尚
書
は
総
大
司
教
教
会
と
王

宮
音
楽
堂
で
の
演
奏
を
求
め
た
が
、
の
ち
に
そ
の
契
約
は
王
宮
音
楽
堂
の
み
に
変
更
さ
れ
た
。

ジ
ツ
ィ
エ
ッ
ロ
自
身
へ
の
契
約
も
高
額
に
過
ぎ
る
こ
と
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
は
あ
る
書
簡
で
イ
タ
リ
ア
大
使
に
共
感
し
て
い
る
が
、
寛
仁

大
度
な
国
王
は
意
に
介
せ
ず
、
そ
の
よ
う
に
指
令
じ
た
。
住
居
費
、
飲
食
費
、
交
通
費
の
ほ
か
、
契
約
終
了
後
の
手
当
も
そ
こ
に
含
ま

れ
る
。
ミ
ラ
ノ
歌
劇
場
で
演
じ
た
の
ち
、
ジ
チ
エ
ロ
は
謝
肉
祭
の
あ
と
陸
路
の
旅
に
就
く
。
旅
路
の
難
を
避
け
る
た
め
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ

が
綿
密
な
案
内
図
を
届
け
て
い
た
。
自
身
の
馬
車
で
彼
は
ロ
ー
マ
へ
寄
り
、
以
後
旅
の
負
担
は
す
べ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
依
存
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ア
在
住
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
な
ど
、
他
の
声
楽
家
の
招
請
に
つ
い
て
も
書
簡
が
保
存
さ
れ
る
。
彼
に
は
年

俸
三
十
万
ク
ル
ゼ
ド
が
提
供
さ
れ
た
。

ブ
リ
ト
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
十
八
世
紀
の
歌
劇
』

①

ま
た
、
王
宮
の
北
西
端
に
広
壮
な
歌
劇
場
を
新
設
す
べ
く
、
高
名
な
建
築
家
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ビ
ビ
エ
ナ
の
子
息
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

・
カ
ル
ロ
が
一
七
五
二
年
イ
タ
リ
ア
か
ら
到
着
し
た
。
画
家
ジ
ア
コ
モ
・
ア
ゾ
ニ
ニ
や
演
出
家
ペ
ト
ロ
ニ
オ
・
マ
ゾ
ニ
な
ど
も
こ
れ
に
同

行
し
た
。
彼
ら
は
リ
ス
ボ
ン
近
郊
の
サ
ル
ヴ
ァ
テ
ラ
劇
場
と
ア
ジ
ュ
ダ
劇
場
を
も
設
計
す
る
。
一
七
五
四
年
に
は
旧
来
の
リ
ベ
イ
ラ
王
宮

フ
ォ
ル
テ
劇
場
で
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ペ
レ
ズ
作
曲
の
『
イ
ペ
ル
メ
ス
ト
ラ
』
な
ど
歌
劇
ふ
た
つ
が
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
謝
肉
祭
に
は
サ
ル
ヴ
ァ

テ
ラ
劇
場
で
ピ
エ
ト
ロ
・
メ
タ
ス
テ
ィ
ー
オ
の
脚
本
、
ペ
レ
ズ
の
作
曲
に
よ
る
『
シ
リ
ア
に
お
け
る
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
皇
帝
』
が
上
演
さ
れ
た
。

②
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
で
は
遷
都
五
百
年
を
祝
賀
し
て
、
海
洋
帝
国
の
繁
栄
と
豪
奢
と
歓
楽
が
謳
歌
さ
れ
、
頂
点
と
も
言
う
べ
き
王

立
テ
ー
ジ
ョ
新
歌
劇
場
の
柿
落
し
は
、
三
月
三
一
日
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
誕
生
日
に
挙
行
さ
れ
た
。
ブ
ル
ネ
イ
著
『
総
合

こ
け
ら

音
楽
史
』
に
は
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
新
歌
劇
場
除
幕
の
模
様
と
当
日
上
演
さ
れ
た
『
デ
モ
フ
ォ
ア
ン
テ
』
に
つ
い
て
興
味
深
い
証
言
が
記

録
さ
れ
る
。
こ
れ
な
る
オ
ペ
ラ
の
作
曲
者
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ペ
レ
ズ
は
、
ナ
ポ
リ
在
住
ス
ペ
イ
ン
人
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
同
市
の
音
楽
学

校
で
ま
ず
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
修
業
し
、
若
く
し
て
パ
レ
ル
モ
大
聖
堂
の
礼
拝
堂
楽
長
に
選
ば
れ
る
。
一
七
四
一
年
か
ら
は
パ
レ
ル
モ
や
ナ

ポ
リ
の
劇
場
に
依
嘱
で
作
曲
を
続
け
、
な
か
で
も
『
皇
帝
チ
ト
ス
の
慈
悲
』
が
評
価
を
高
め
た
。
や
が
て
ロ
ー
マ
に
招
か
れ
た
彼
は
、『
セ

ミ
ラ
ミ
ー
デ
と
フ
ァ
ル
ナ
セ
』
な
ど
オ
ペ
ラ
数
曲
を
制
作
す
る
。
③

一
七
五
二
年
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ペ
レ
ズ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
行
き
、
ジ
ョ
ゼ
一
世
の
依
頼
を
請
け
負
っ
た
。
リ
ス
ボ
ン
で
披
露
し
た
最
初
の
オ
ペ

ラ
『
デ
モ
フ
ォ
ア
ン
テ
』
は
、
多
大
な
称
讃
を
博
し
た
。
ジ
ジ
エ
ロ
は
主
役
の
ソ
プ
ラ
ノ
を
演
じ
、
名
歌
手
ラ
ー
フ
が
テ
ノ
ー
ル
を
務
め

た
。
加
え
て
強
力
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
絢
爛
た
る
舞
台
に
よ
っ
て
豪
華
な
演
出
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
七
五
五
年
三
月
三

一
日
王
妃
誕
生
日
に
除
幕
し
た
王
立
新
歌
劇
場
は
豪
壮
な
構
築
と
華
麗
な
装
飾
に
よ
っ
て
現
存
す
る
い
か
な
る
劇
場
を
も
凌
駕
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ペ
レ
ズ
が
オ
ペ
ラ
『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
』
に
新
た
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
重
装

軍
と
と
も
に
一
団
の
騎
馬
を
登
場
さ
せ
る
。
大
王
の
軍
馬
に
は
宮
廷
馬
術
師
範
の
ひ
と
り
が
乗
り
、
秀
麗
な
騎
馬
の
闊
歩
に
ふ
さ
わ
し

く
、
馬
場
で
ペ
レ
ズ
が
作
曲
し
た
旋
律
に
合
わ
せ
行
進
し
た
。
こ
う
し
た
演
出
に
彼
は
無
限
の
力
量
を
備
え
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
大
劇
場
に

お
け
る
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
試
み
を
遙
か
に
超
え
て
い
た
。
絢
爛
豪
華
な
舞
台
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
は
可
能
な
か
ぎ
り

多
数
の
歌
手
を
徴
募
し
、
ペ
レ
ズ
作
曲
の
歌
劇
を
も
っ
と
も
完
璧
か
つ
効
果
的
に
上
演
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
便
宜
が
供
さ
れ
た
と
言
え
る
。

ブ
ル
ネ
イ
著
『
総
合
音
楽
史
』

④
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新
歌
劇
場
で
配
布
さ
れ
た
小
冊
子
の
表
紙
に
は
歌
劇
の
題
目
と
王
妃
の
御
名
が
大
書
さ
れ
、
メ
タ
ス
テ
ィ
ー
オ
の
脚
本
、
ペ
レ
ズ
の

作
曲
と
明
記
さ
れ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
演
じ
る
ラ
ー
フ
を
は
じ
め
、
著
名
な
声
楽
家
を
連
ね
る
配
役
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、

カ
ル
ロ
・
ビ
ビ
エ
ン
ナ
に
よ
る
舞
台
装
置
が
ロ
ー
マ
の
画
家
ベ
ラ
ル
デ
ィ
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
九
点
の
版
画
も
挿
入
さ
れ
た
。
①

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
ル
ガ
レ
ヴ
、
領
有
諸
地
域
の
敬
虔
な
る
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
陛
下
の

輝
か
し
き
誕
生
日
を
祝
賀
し

聖
徳
深
き
国
王
陛
下
の
命
に
よ
る

リ
ス
ボ
ン
王
宮
大
劇
場
新
築

柿

落
し

こ
け
ら

歌
劇

イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
大
王

脚
本
：
ロ
ー
マ
の
著
名
な
詩
人
で
あ
る
ピ
エ
ト
ロ
・
メ
タ
ス
テ
ィ
ー
オ

脚
色
：
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
人
に
し
て
ウ
イ
ー
ン
宮
廷
お
よ
び
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宮
廷
に
招
請
さ
れ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
詩
人
で
あ
る
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ボ
ネ
チ
ィ

作
曲
：
ナ
ポ
リ
人
に
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
女
諸
殿
下
の
師
傅
で
あ
る
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ペ
レ
ズ

し

ふ

配

役

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
：
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ラ
ー
フ

イ
ン
ド
大
陸
Ａ
国
の
王
に
し
て
、
ク
レ
オ
フ
ィ
ー
デ
の
恋
人
ポ
ー
ロ
：
シ
チ
リ
ア
の
名
歌
手
カ
フ
ァ
レ
リ

イ
ン
ド
大
陸
Ｂ
国
の
女
王
に
し
て
、
ポ
ー
ロ
の
恋
人
な
る
ク
レ
オ
フ
ィ
ー
デ
：
王
宮
礼
拝
堂
専
属
歌
手
ド
メ
ニ
コ
・
ル
シ
ア
ー
ニ

ポ
ー
ロ
の
妹
：
ジ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
リ
エ
ニ

ポ
ー
ロ
国
王
軍
の
将
軍
ガ
ン
ダ
ル
テ
：
王
宮
礼
拝
堂
専
属
歌
手
シ
モ
ー
ネ
・
シ
ウ
ッ
シ

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
腹
心
に
し
て
密
か
な
敵
手
テ
ィ
マ
ゲ
ー
ネ
：
王
宮
礼
拝
堂
専
属
歌
手
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
モ
レ
リ

ラ
・
グ
ロ
リ
ア
：
王
宮
礼
拝
堂
専
属
歌
手
カ
ル
ロ
・
レ
イ
ナ

（
謹
製

一
七
五
五
年
シ
ル
ビ
ア
ー
ナ
王
立
印
刷
所
）

②

主
役
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
扮
す
る
ラ
ー
フ
は
、
一
七
一
四
年
ボ
ン
近
郊
で
出
生
し
、
や
が
て
十
八
世
紀
最
高
の
テ
ノ
ー
ル
歌

手
と
称
讃
さ
れ
る
に
至
る
。
二
五
歳
に
し
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
グ
リ
マ
ニ
劇
場
に
お
け
る
歌
劇
『
フ
ァ
ル
ナ
ス
王
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
著
名

な
詩
人
メ
タ
ス
テ
ィ
ー
オ
の
脚
本
に
最
適
の
歌
手
と
称
讃
さ
れ
た
。
そ
の
後
イ
タ
リ
ア
各
地
で
声
望
を
高
め
、
一
七
五
二
年
か
ら
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
在
留
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
Ｘ
Ｘ
の
国
王
ポ
ー
ロ
を
演
じ
る
カ
フ
ァ
レ
リ
は
、
南
イ
タ
リ
ア
の
バ
リ
近
郊
で
生
ま
れ
、
一
七

一
〇
年
伝
説
の
名
歌
手
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
薫
陶
を
受
け
、
の
ち
に
は
そ
の
好
敵
手
に
数
え
ら
れ
る
。
二
四
歳
の
と
き
ナ
ポ
リ
で
注
目
さ
れ

た
こ
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
は
、
一
七
五
二
年
グ
ル
ッ
ク
作
曲
『
皇
帝
テ
ィ
ト
ス
の
慈
悲
』
で
絶
讃
さ
れ
、
翌
年
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
へ
招
請
さ
れ

た
。
ポ
ー
ロ
の
恋
人
、
女
王
ク
レ
オ
フ
ィ
ー
デ
と
し
て
歌
う
ル
シ
ア
ー
ニ
は
、
一
七
四
七
年
ロ
ー
マ
の
舞
台
で
称
讃
を
博
し
、
つ
と
に
一

七
五
二
年
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
招
請
さ
れ
て
い
た
。
③
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著
書
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
十
八
世
紀
の
歌
劇
』
に
お
い
て
音
楽
史
家
ブ
リ
ト
は
、
保
存
さ
れ
た
史
料
に
基
づ
き
王
立
歌
劇
場
に
お
け
る
観

客
の
内
訳
を
明
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
階
一
等
席
を
占
め
る
の
は
、
の
な
か
に
王
立
劇
場
へ
の
入
場
を
許
可
さ
れ
た
観
客
一
覧
が
見

出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
お
よ
び
外
国
の
貴
族
、
高
位
聖
職
者
、
高
等
裁
判
官
、
王
国
軍
の
将
校
と
士
官
、
民
兵
指
揮

官
、
国
王
な
ら
び
に
王
妃
の
侍
従
、
政
府
省
庁
の
長
官
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
お
よ
び
外
国
の
実
業
家
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
後
方
第
十
一
列
に

一
等
席
か
ら
溢
れ
た
貴
顕
、
第
十
二
列
に
は
貴
族
の
侍
女
、
第
二
二
列
に
ガ
ス
パ
ー
ル
神
父
や
外
科
医
ジ
ョ
ゼ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
な
ど

宮
廷
の
要
人
が
並
ぶ
。
リ
ス
ボ
ン
総
大
司
教
と
パ
ル
ハ
バ
三
親
王
に
は
特
別
席
が
用
意
さ
れ
た
。
①
ま
た
、
二
階
席
で
は
高
位
の
貴
婦

人
や
外
国
の
大
使
等
が
観
劇
し
、
三
階
の
玉
座
に
国
王
一
家
が
臨
席
し
た
。

落
成
披
露
の
『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
』
に
続
い
て
新
歌
劇
場
で
は
同
年
六
月
に
『
皇
帝
テ
ィ
ト
ス
の
慈
悲
』、

初
秋
に
は
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ノ
』
が
上
演
さ
れ
た
。
六
月
に
観
劇
し
た
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
将
校
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
・
ク
ル
テ
ィ
ユ
は
、
劇
場

の
規
模
と
装
備
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
証
言
を
綴
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
王
は
イ
タ
リ
ア
歌
劇
の
上
演
の
た
め
、
毎
年
二
百
万
ク
ル
ザ
ド
も
計
上
す
る
。
宮
廷
に
お
い
て
毎
週
二
度
か
三
度
供

覧
さ
れ
る
舞
台
は
、
ま
こ
と
に
壮
大
か
つ
豪
華
で
あ
る
。
こ
の
た
び
国
王
は
華
麗
で
豪
壮
な
歌
劇
場
を
造
営
さ
れ
た
。
場
内
は
八
角
形

を
な
し
、
四
列
の
ボ
ッ
ク
ス
席
が
配
さ
れ
る
。
深
奥
を
占
め
る
玉
座
は
大
理
石
の
列
柱
で
支
え
ら
れ
、
金
色
の
青
銅
で
飾
ら
れ
る
。
舞
台

の
両
脇
に
ボ
ッ
ク
ス
席
が
配
列
さ
れ
、
正
面
を
占
め
る
ボ
ッ
ク
ス
席
、
す
な
わ
ち
一
等
席
と
四
等
席
に
は
金
色
の
欄
干
が
付
く
。
両
脇
の

二
等
席
と
三
等
席
は
前
方
が
開
け
、
金
箔
の
飾
り
が
照
明
を
浴
び
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
輝
く
。
こ
れ
な
る
豪
奢
、
精
妙
、
高
雅

は
羨
望
の
ま
と
で
あ
る
。
歌
劇
場
全
体
が
豪
壮
で
あ
っ
て
、
奥
行
八
十
フ
ィ
ー
ト
、
間
口
六
十
フ
ィ
ー
ト
に
及
ぶ
。〈
中
略
〉

リ
ス
ボ
ン
滞
在
中
に
ふ
た
つ
の
公
演
が
あ
っ
た
。
そ
の
都
度
我
ら
は
国
王
よ
り
招
待
を
受
け
た
。
一
等
席
を
確
保
し
、
光
栄
に
も
観
劇

に
招
く
よ
う
、
宮
廷
の
要
人
に
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
生
来
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
温
厚
に
し
て
鄭
重
で
あ
る
が
、
こ
の
接
待
は
格
別
の
優

遇
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
劇
場
コ
ル
ネ
イ
ユ
、
著
名
な
作
曲
家
ア
ス
タ
シ
の
『
皇
帝
テ
ィ
ト
ス
の
慈
悲
』
が
上
演
さ
れ
た
。
舞
台
の
景
観

と
装
飾
は
絶
妙
で
あ
っ
た
。
会
場
の
広
壮
さ
と
内
装
の
華
麗
さ
が
目
を
見
張
ら
る
。
我
ら
の
多
く
は
イ
タ
リ
ア
音
楽
に
聴
き
惚
れ
た
。
そ

れ
が
気
に
入
ら
ぬ
人
も
あ
っ
た
。
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
が
男
女
両
役
の
歌
唱
と
演
技
を
担
う
か
ら
で
あ
る
。
不
慣
れ
な
フ
ラ
ン
ス
人
は
イ
タ
リ

ア
音
楽
の
趣
向
を
耳
障
り
に
感
じ
る
。
②

新
歌
劇
場
落
成
の
七
ヵ
月
後
、
リ
ス
ボ
ン
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
は
、
テ
ー
ジ
ョ
沿
岸
の
リ
ベ
イ
ラ
王
宮
一
帯
を
と
く
に
激
し
く
揺
る
が

せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
王
の
間
や
謁
見
室
を
擁
す
る
王
宮
西
側
、
税
関
所
や
イ
ン
ド
商
務
館
を
含
む
王
宮
東
側
、
さ
ら
に
は
西
北
に

隣
接
す
る
総
大
司
教
教
会
と
王
立
新
歌
劇
場
が
破
壊
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
震
に
誘
発
さ
れ
た
テ
ー
ジ
ョ
の
怒
濤
が
沿
岸
部
に
数
次
氾
濫

す
る
。
さ
ら
に
、
万
余
の
被
災
者
が
王
宮
広
場
に
避
難
し
た
翌
朝
、
ア
ル
フ
ァ
マ
丘
陵
か
ら
降
下
し
た
火
焔
は
、
西
側
の
税
関
所
等
を

一
気
に
併
呑
し
、
港
湾
に
積
ま
れ
た
木
材
で
一
層
火
勢
を
強
め
、
王
宮
西
側
、
総
大
司
教
教
会
、
国
立
新
歌
劇
場
を
も
完
全
に
焼
尽

さ
せ
た
。
マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
に
よ
る
浩
瀚
な
証
言
『
リ
ス
ボ
ン
震
災
史
譚
』
は
、
王
宮
一
帯
の
情
況
に
つ
い
て
火
災
に
よ
る
被
害
を

と
く
に
強
調
す
る
。

王
宮
は
地
震
に
よ
く
耐
え
た
が
、
火
災
の
た
め
壊
滅
し
た
。
猛
火
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
商
館
の
穹
窿
が
崩
れ
落
ち
、
そ
こ
に
蔵
さ
れ
る
莫

大
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
金
銀
一
万
一
千
件
か
ら
一
万
二
千
件
が
灰
燼
に
帰
し
た
同
じ
く
王
宮
の
あ
ら
ゆ
る
画
廊
広
間
、
居
室
、
控
室
、

官
房
が
豪
華
な
設
備
、
金
製
銀
製
の
食
器
、
豪
奢
で
得
難
い
宝
玉
、
貴
重
な
家
具
、
さ
ら
に
は
七
万
冊
を
所
蔵
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
と

評
さ
れ
る
図
書
館
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
こ
う
し
た
王
宮
内
部
の
被
害
は
そ
の
巨
大
さ
を
測
り
知
れ
な
い
。

主
要
な
省
庁
も
す
べ
て
火
災
に
襲
わ
れ
た
。
宮
内
府
、
財
務
省
、
軍
事
省
、
三
身
分
協
議
会
、
イ
ン
ド
商
館
、
王
立
税
関
所
、
軍
事
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財
務
局
、
そ
の
他
多
く
の
省
庁
が
炎
上
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
壊
滅
し
た
省
庁
に
お
け
る
書
類
の
焼
失
と
公
私
に
わ
た
る
損
害
も
、
い

か
に
膨
大
で
あ
る
か
は
測
り
知
れ
な
い
。

マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
著
『
リ
ス
ボ
ン
震
災
史
譚
』

①

ポ
ル
タ
ル
の
震
災
記
録
に
お
い
て
王
宮
一
帯
の
状
況
は
比
較
的
簡
略
で
あ
る
が
、
王
立
歌
劇
場
に
係
っ
て
は
際
立
っ
て
長
文
で
あ
る
。

オ
ペ
ラ
を
め
ぐ
る
関
心
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
説
明
の
大
半
は
焼
尽
し
た
劇
場
の
豪
奢
な
建
築
、
周
到
な
設
備
、
高
額
な
経
費
に

つ
い
て
で
あ
る
。

王
宮
に
は
歌
劇
場
が
隣
接
さ
れ
て
い
た
。
ど
れ
ほ
ど
広
い
奥
行
か
判
ら
な
い
が
、
横
幅
も
同
じ
く
長
大
で
、
障
壁
も
き
わ
め
て
高
く
、

大
理
石
の
バ
ル
コ
ニ
ー
で
は
鉄
製
の
欄
干
を
つ
た
っ
て
片
側
の
空
間
か
ら
他
方
の
空
間
ま
で
移
動
で
き
た
。
そ
こ
に
は
水
を
満
た
し
た
石

造
り
の
水
槽
が
造
ら
れ
、
神
か
ら
の
劫
罰
に
備
え
て
消
火
栓
も
装
置
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
奥
に
は
半
円
形
の
平
土
間
が
あ
り
、
貴
族
、

聖
職
者
、
行
政
官
な
ど
の
位
階
別
座
席
が
、
舞
台
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
に
並
ん
で
い
た
。
二
階
半
円
形
の
最
前
列
に
は
閣
僚
と
国
王
ご

一
家
の
貴
賓
席
が
設
け
ら
れ
、
三
階
の
高
み
に
は
各
国
大
使
の
特
別
席
も
用
意
さ
れ
た
。

こ
の
歌
劇
場
が
き
わ
め
て
広
壮
で
あ
っ
て
、
軍
人
は
騎
馬
で
乗
り
入
れ
た
。
遠
近
法
を
駆
使
し
て
歌
劇
に
相
応
し
い
特
色
あ
る
背
景
が

舞
台
に
組
ま
れ
る
。
こ
こ
に
招
か
れ
た
多
数
の
イ
タ
リ
ア
人
音
楽
家
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
み
な
最
良
の
部
類
に
属
し
た
。

エ
ゲ
シ
エ
リ
ひ
と
り
を
招
請
す
る
だ
け
に
、
衣
食
住
の
経
費
の
ほ
か
年
俸
三
万
五
千
ク
ル
ザ
ー
ド
を
支
給
し
、
付
き
人
へ
の
手
当
と
し
て

も
一
万
ク
ル
ザ
ー
ド
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

三
つ
の
巨
大
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、
優
美
で
精
巧
な
水
晶
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
天
井
か
ら
吊
さ
れ
、
開
演
の
前
は
平
土
間
も
特
別
席
も
照

ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
消
火
装
置
が
絨
毯
で
隠
さ
れ
、
燦
然
た
る
照
明
を
楽
屋
裏
に
放
ち
、
舞
台
が
進
行
す
る
。

歌
劇
場
の
公
演
、
地
上
に
降
り
た
天
国
の
観
客
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
ら
に
付
き
そ
う
従
者
が
多
す
ぎ
る
。
と
も
あ
れ
こ
れ
こ
そ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
高
の
歌
劇
場
、
な
い
し
は
最
高
の
歌
劇
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

開
演
を
待
つ
広
間
に
は
到
る
所
に
水
晶
の
鏡
と
美
事
な
木
彫
り
が
配
さ
れ
、
四
隅
に
は
大
理
石
の
大
き
な
胸
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
開

幕
ま
で
国
王
陛
下
を
お
待
た
せ
す
る
た
め
か
、
広
間
が
か
く
も
豪
奢
で
あ
る
た
め
、
舞
台
の
建
造
に
劣
ら
ぬ
出
費
で
あ
っ
ら
と
評
さ
れ

る
。か

つ
ま
た
、
容
姿
や
服
飾
を
整
え
る
化
粧
室
で
は
、
出
演
者
の
衣
装
を
実
際
に
は
高
価
で
な
く
て
も
、
贅
沢
な
も
の
に
装
う
必
要
が

あ
っ
た
。

以
上
私
は
被
災
の
予
備
的
な
事
実
に
つ
い
て
書
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
と
く
に
著
名
な
歌
劇
場
、
経
費
数
百
万
ク
ル
ザ
ー
ド
と

言
わ
れ
る
歌
劇
場
が
、
儚
く
も
一
気
に
壊
滅
し
た
。
ま
さ
し
く
火
焔
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
燃
え
尽
き
、
灰
塵
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
と
く
に
信
頼
で
き
る
人
物
の
証
言
を
誌
し
た
い
。
歌
劇
場
が
燃
え
始
め
た
と
き
、
彼
女
は
王
宮
に
留
っ
て
い
た
。
激
烈
な
火

勢
は
あ
ら
ゆ
る
装
置
や
油
性
の
物
体
を
焼
き
尽
し
た
と
語
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事
態
の
確
か
な
前
触
れ
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
王

宮
で
は
大
砲
の
発
射
に
似
た
轟
音
が
聞
え
た
と
言
う
。
地
震
で
は
倒
壊
に
到
ら
な
か
っ
た
が
、
火
災
に
よ
っ
て
歌
劇
場
は
焦
げ
た
石
材
の

山
と
な
り
、
崩
れ
た
障
壁
の
谷
と
な
っ
た
。

マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
著
『
リ
ス
ボ
ン
震
災
史
譚
』

②

新
歌
劇
場
等
に
出
演
す
る
イ
タ
リ
ア
人
も
空
前
の
災
害
に
動
転
し
、
多
く
は
国
外
へ
逃
れ
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
庇
護
を
願
っ
て
マ
ド
リ

ッ
ド
を
目
指
し
た
。
活
躍
し
た
ふ
た
り
の
音
楽
家
、
ガ
ダ
ー
ニ
と
ジ
チ
エ
ロ
を
め
ぐ
っ
て
、
ブ
ル
ネ
イ
著
『
総
合
音
楽
史
』
に
は
、
大
地
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震
に
よ
る
衝
撃
と
以
後
の
行
路
が
記
述
さ
れ
る
。

一
七
五
四
年
に
ガ
ダ
ー
ニ
は
リ
ス
ボ
ン
に
来
て
、
ジ
チ
エ
ロ
の
助
演
を
務
め
、
一
七
五
五
年
の
大
地
震
で
は
辛
じ
て
難
を
免
れ
た
。
他

方
ジ
チ
エ
ロ
は
凄
惨
な
災
害
に
戦
慄
し
、
信
仰
に
没
入
し
て
修
道
院
へ
隠
遁
し
、
余
生
を
そ
こ
で
過
し
た
。
そ
の
歌
唱
と
演
技
を
高
く
評

価
し
て
、
若
い
ガ
ダ
ー
ニ
を
愛
惜
す
る
彼
は
、
修
道
院
で
し
ば
ら
く
居
常
を
共
に
し
、
入
念
な
指
導
を
続
け
た
。
感
銘
深
き
高
雅
な
歌

手
と
し
て
ガ
ダ
ー
ニ
が
名
声
を
得
る
源
は
こ
こ
に
存
す
る
。
早
期
に
は
ガ
リ
ッ
ク
か
ら
演
技
を
習
得
し
た
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
公
演
し
た

歌
劇
『
妖
精
た
ち
』
に
お
い
て
演
技
の
楽
し
さ
を
知
り
、
後
年
修
道
院
で
ジ
チ
エ
ロ
が
そ
の
歌
唱
を
錬
磨
し
た
と
言
え
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

を
離
れ
た
の
ち
、
イ
タ
リ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
大
劇
場
で
主
役
と
し
て
名
声
を
博
し
、
ウ
イ
ー
ン
で
も
演
技
と
着
想
を
称
讃
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ

ス
で
の
再
演
は
冬
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
が
、
早
く
か
ら
そ
の
前
評
判
が
絶
大
で
あ
っ
た
。

ブ
ル
ネ
イ
著
『
総
合
音
楽
史
』

①


